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研究プロジェクトの名称 

 

小学校入門期における児童の主体的・対話的な学びを支える学習環境の構築 

－総合的な教育活動を中核とした学級経営と国語科学習指導－ 

 

 

 

 

 

研究プロジェクトの概要 

本研究プロジェクトは、小学校１年生の学級において、総合的な教育活

動を中核とした学級経営を推進しながら、国語科における言語運用学習モ

デルを構想しようとする点、及び、総合的な教育活動と、国語科学習とが

関連することの有効性に着目する点に特色がある。 

小学校１年生にとって動物とのふれあいは、心惹かれると共に、多くの

気付きを生む経験になる。動物の生きる行為はどのようであるか、動物の

ために自分にできることは何か、動物と自分はどのような関係であるのか

といった豊かな体験をつくる総合的な教育活動と、その体験を表現する様

式として「かるた」の創作を取り入れた国語科の活動を構想する。子ども

は、主体的・対話的に動物とかかわり、創造的に言語表現をつくっていく

と考える。その過程で、総合的な教育活動における経験と、学習材として

の「かるた」遊びを通して出あってきた言語表現から感受し、蓄積してき

た言語感覚が行き来しながら子どもが生きる学校生活と国語科学習指と

を一体とする学級経営がつくられると考える。 

 

 

 

研 究 成 果 の 概 要 

 

※申請時にチェックした 

「取組課題」との関連と 

その成果も明記すること。 

 

 

 

○かるた遊び＊１を楽しみながら、かるたの表現（読み札）から、ことばの

特質を感受する子ども 

教師が提示した「どうぶつかるた」「ノラネコぐんだんかるた」「あいう

えおかるた」などのかるたを楽しみながら、リズム、韻、擬音語、擬態語

などの気付きをためた。かるたの表現から、子どもが感受したことばの特

質を、子どもと共に整理し、「リズム」「音ことば」「様子ことば」「ならび」

「だじゃれ」「おもしろ」「おはなし」と分類した。 

 

・あんぱん はんぺん トランポリン（「のらねこぐんだんカルタ」より） 

リズムの感受と動作化による身体表現→［リズム］ 

・つりがね ごーんと ならします（「のらねこぐんだんカルタ」より） 

＊「ごーん」は音が聞こえる言葉→「音ことば」 

・しんぶん じっくり よんでます（「のらねこぐんだんカルタ」より） 

＊「じっくり」は様子が見える言葉→「様子ことば」 

・いちごを いつつ いただきます（「あいうえおカルタ」より） 

＊三行に分かち書きした時、各行の先頭文字に「い」が並んでいる→［（文

字の）ならび］ 

・らくだに のったら らくだった（「あいうえおカルタ」より） 

＊「らくだ」がだじゃれになっている→［だじゃれ］ 

・にせもの ひとり まじってる（「のらねこぐんだんカルタ」より） 

＊仲間の中に一人だけ仲間に変身している他人がいる状況がおもしろ

い→［（内容の）おもしろ］ 

 



・こぶらが でてきて こんにちは（「のらねこぐんだんカルタ」より） 

＊道を歩いている途中でへびのコブラが出てきて「こんにちは」と挨拶

をする状況が物語のようになっている→［（内容が）おはなし］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○蓄積してきた言語感覚と学校生活の経験＊２と行き来する子ども 

４月、総合的な教育活動で４頭のやぎを迎えた子どもは、えさやりやリ

ード引きの散歩をしながら、突然走り出したり、木登りをしたり、角でつ

つき合ったり、座り込んで動こうとしなかったりするやぎの姿と出あっ

た。「どうぶつかるた」をきっかけに、やぎの姿をかるたにすることを教

師から提案され、子どもは、かるたをつくり始めた。外見的な特徴をとら

えたり、４頭のやぎの違いをとらえたり、やぎ同士のかかわりをとらえた

りしてかるたをつくってきた。 

子どもがつくったかるた（読み札）を学習材として提示し、子どもと共

に気付きを出し合い、整理した。 

 

［とくちょう］ 

・はしると はあはあいう くりいむ（子ども作） 

＊「はあはあ」は「音ことば」で音や声の特徴を表す 

＊「はあはあ」は「様子ことば」で、様子の特徴を表す 

・みためはうしみたい むしゃむしゃたべる みみちゃん（子ども作） 

＊「うしみたい」は模様を表す言葉でたんぽぽとみみの特徴を表す 

「みたい」は、例えの言葉 

・ポッキーみたいなぼう 

・へびみたいなリード 

・かたつむりみたいなキャンディー 

・カメのこうらみたいなサッカーボール 

＊「むしゃむしゃ」は「音ことば」「様子ことば」で特徴を表す 

・つのながい いっぱいたべる まっしろくりいむ（子ども作） 

＊「ながい」は、大きさや長さの特徴を表す 

「まっしろ」は、色の特徴を表す 

「いっぱい」は、食べる量や食べ方の特徴を表す 

 



［とくぎ］ 

・ぴょんぴょんぴょん じゃんぷがとくい たんぽぽ（子ども作） 

＊「ぴょんぴょんぴょん」は、「様子ことば」でジャンプるす時の様子

を表す 

＊「ぴょんぴょんぴょん」は、「音ことば」かもしれない 

［なかま］ 

・みみとなかよしで げんきまんまんの くろおばあ（子ども作） 

＊「なかよし」は、「なかま」のこと 

「なかま」とは大事な人、家族、友だちのような人のこと 

自分たちの学級は「なかよし」だ 

＊「まんまん」とは、すごく、いっぱい、たまっているということ 

勇気や気持ちが準備ＯＫということ 

・たんぽぽと いっしょにはしる くろおばあ（子ども作） 

＊「いっしょに」は、「なかま」のこと 

［タイプ］ 

・ひとりになると すぐないちゃう くろおばあ（子ども作） 

＊なぜ、「すぐないちゃう」のだろう？ 

→さみしいから…さみしがりや 

→かまってもらえないから…かまってちゃん 

くろおばあは、みんなにかまってほしい 

くりいむは、よくばり 

たんぽぽは、おとなしい 

・すぐないちゃうけど げんきな くろおばあ（子ども作） 

＊「すぐないちゃう」は「タイプ」 

「げんきな」も「タイプ」 

＊「けど」は「でも」と同じ 

×ころんだけど、ないた 

○ころんだけど、なかなかった 

○いっぱい食べたけど、おなかが空いている 

×いっぱい食べたけど、おなかいっぱいだ 

［きもち できごと］ 

・ぺろぺろぺろ なめるみみ くすぐったい（子ども作） 

＊「ぺろぺろ」は様子ことばと音ことば 

＊「なめるみみ」は５字、「くすぐったい」は６字で、行の順序を入れ

替えるとリズムがいい 

＊「くすぐったい」は「くすぐったあい」にするとリズムがいい 

 

子どもは、三行の形でつくられているかるたの読み札の特徴をとらえ、

特に二行目にその読み札の中心（メイン）が表されることが多いと考えた。

また、そのことから、二行目と三行目を入れ替えることで、リズムが整っ

たり、意味が伝わりやすくなったりすることまで考えるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学校生活と国語科学習指導とが一体となる学級経営 

かるた遊びを通して言語表現の特徴を感受したり、ヤギとのかかわりを

自分でかるたの読み札にしたりしながら貯めた言語感覚を基に、リズムや

表現の模倣を日常の言語生活に表し始めた。 

例えば、「みんなで 力を 合わせます」（学級で活動した原っぱの後片

付けをする際、大きな柵を「よりみち しないで かえります」（下校の

仕方について教師から学級指導があった時）「にせもの たくさん まじ

ってる」（朝の健康観察などで、教師から点呼を受ける際、他の子どもが

呼ばれた時に返事をする子がたくさんいた時）など、子どもは、日常の言

語生活に国語科の学びをひろげていった。言葉のリズムや三行詩の表現を

共有した子どもたちは、国語科の学びを中核としながら学級の一体感を強

めていった。 

----------------------------------------------------------------- 

＊１ 本研究において、子どもは主に以下の３つのかるたを遊んだ 

・「どうぶつカルタ」 高橋和枝 絵 なかのひろみ 作 永岡書店 

・「のらねこぐんだんカルタ」 工藤ノリコ 白泉社 

・「はらぺこあおむし エリックカール あいうえおカルタ」 交通新聞社 

＊２ 前出の通り、本研究の対象とした学級では、総合的な教育活動において、４月から１２月

まで、４頭のやぎを飼育し、かかわりを広げ深めた。その４頭のやぎの名前が「くりいむ」

「たんぽぽ」「くろおばあ」「みみ」である。 



 

 

研究成果の発表状況 

○上越教育大学附属小学校２０１８年研究会において活動公開及び協議

会を行い、市内外、県内外の教育関係者に提案 

○「１年１組の子ども」『今を生き明日をつくる子どもが育つ学校 2018』 

上越教育大学附属小学校 2018 

 

学校現場や授業への研 

究成果の還元について 

○本学学生授業に対する小学校現場での授業参観における活動公開 

○本学「初等国語科指導法」講義における資料化 

【提出期限】平成３１年３月２９日（金）正午：厳守 


